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皆さん、こんにちは。ただいまご紹介いた
だきました橋本秀美と申します。本日はどう
ぞよろしくお願いいたします。
「特別支援教育における発達障害の子ども
への支援の方法 －大学と学校現場との連携
の実践－」というテーマをいただきました。
どのようなお話をさせていただこうかと考え
まして、先生方、それから福祉関係、医療関
係の方々、保護者の方々と、かなり広い範囲
の皆さんに来ていただいているということで、
それぞれの方のニーズも違うと思いますが、
今回は学校の先生方が一番多いということな
ので、そのあたりに少し焦点を当ててお話を
させていただきます。話の内容も盛りだくさ
んになりますので、お話しし切れないことな
どは、次回の機会にということでお許しいた
だけたらと思います。
発達障害と一言で言っても、診断のあるな
しだけで何かが決められるのかといったら、
当然そうではありません。それに近い人たち
にもほぼ同様の見方や支援の方法が有効であ
るということもあるわけです。
どこで診断を受けているかということも、
最近は本当に細にわたっていまして、子ども
の専門であったり発達の専門で診断を受けて
いる、場合によっては大人の心療内科等で。
一般的に発達に関してはICD‒10という診断
基準、あるいはDSM‒Ⅳ‒TRというアメリカ
の精神医学会などがつくった診断基準を使っ
たりするんですけど、チェックだけ入れて何
項目のうち何項目以上が当てはまればこうで

すということで診断に至っていることもあり
ますので、さまざまな前提があるということ
で、まずは、基本的なお話を少しさせていた
だきます。
私自身が一番お話しさせていただきたいの
は、長年の実践例や事例ですが、時間の関
係で十分に時間がとれないかもしれません。
お手元の資料は一部お配りはさせていただい
ているんですが、そこに書いてない話もさせ
ていただいたりすることもあるかと思います。
それでは、このプレゼンを使ってお話をさ
せていただきたいと思います。先ほど申しま
したように、今日のメニューとしては特別支
援教育、言葉そのものは平成15年文科省の通
達から学校現場等でも使われることになって
きているんですが、もともとは特殊教育とか
障害児教育という呼び方でされていたもので
す。その基本について。
発達障害の子どもさんの支援に携わる中で、
学校現場と大学とが連携して、この十数年20
年近く、特殊教育、障害児教育と言われたこ
ろから、大学、先生であったり学生さんたち
に指導助言をしながら、学校で個別に支援を
しています。その中で、皆さんにお伝えでき
ることがあればと考えています。
ポイントはたくさんあるんですけど、いか
に早期発見、早期介入、早期対応が、二次、
三次障害を防いでいくかということです。
このたび東日本大震災の被災地に、文科省
のスクールカウンセラーの派遣として被災地
の支援に少し携わってきたんです。震災と発
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達障害、もともと非日常的なことに弱い子ど
もたちが、災害に出会ったときにいろんなこ
とが起きてきて、そういうことを目の当たり
にして支援をしてきた経過がありまして、時
間があればそのあたりまでお話できたらと
思っています。
学校でスクールカウンセリング、学校教育
相談。子どもさんのいろいろな問題を解決し
ていくことは、家族療法と呼んだり、心理療
法としてはいろんな呼び方をしているんです
けど、子どもさんが生活を一番中心にしてい
る家族だったり家庭、そして学校、地域、そ
れぞれにかかわる大人の方々、特にお母さん
お父さん、保護者の方々当然抜きにしては解
決していかないものであることが大前提。
時間の関係で一つ一つお話しすることはで
きないんですけど、10年15年ぐらいまで児童
精神医学会でもほとんどのテーマが不登校で、
数年前からは最も多いテーマが発達障害です。
不登校という状態の背景には、いろいろな課
題だったり問題だったり状況があるわけです
から、不登校の問題に取り組んでいくことは、
子どもさんそれぞれが抱えるあらゆる問題に
取り組んでいくこととほとんど同じ、大事に
なってきます。
対人関係の問題だったり身体症状だったり、
家族病理、家族関係の問題、母子分離不安、
いろいろある中で、最近、摂食障害、リスト
カット。摂食障害は女の子だけという長い時
代がありましたが、最近は10人に１人だった
り20人に１人だったりは男の子で、かなり相
談件数もあります。リストカットも女の子が
若干多いですが、男の子もふえている。こう
いうような思春期、青年期の問題、どちらも
小学校の高学年ぐらいからいろんな形で出て
きて、相談に来られることがかなりあります。
早期に適切な対応を行うことが、いかに大
事か。不登校について、３年ほど前に大きな
調査を１つ終えたんですけど、不登校を経験
された場合に、半数近い方が引きこもりにつ

ながっている。引きこもりの方の６割ぐらい
が不登校を経験しているというデータ等もあ
りまして。早期に適切な対応をして、改善あ
るいはその子の自我形成を支援してあげる。
適切な手だてができた場合は、むしろそのこ
とがその人にプラスになっていくということ
がいっぱいあるわけです。
発達障害、集団の中で適応の困難を抱えた
子どもさんは、不登校だったりさまざまな不
適応な行動があって、先生方も保護者の皆さ
ん方も対応に困るということがふえています。
少し何か違和感があって、どうもこの子は
何でうまくいかないという場合に、専門家に
近い人たちだったり機関で発達障害だと言わ
れた、というケースもありまして、その辺の
ところも踏まえて発達障害そのものについて
の皆さんのご理解の手助けができたらなとい
う気持ちでお話しさせていただきます。
「特別支援教育とは」。平成15年３月文科
省によると、特別支援教育というのは、「従
来の特殊教育の対象の障害だけでなく、LD、
ADHD、高機能自閉症を含めて障害のある
児童生徒の自立や社会参加に向けて、その一
人一人の教育的にニーズを把握して、そのも
てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又
は克服するために、適切な教育や指導を通じ
て必要な支援を行うものである」と。ポイン
トとしては、従来の特殊教育、特殊学級ある
いは特殊学校で主に行われていた対象の子ど
もさんだけじゃなくて、「高機能」というの
は後で説明しますが、知的に遅れがないとい
うことで普通学級との間にいて学校生活を送
られる、LDだったりADHDだったり高機能
自閉症、広汎性発達障害というのもあります
が、そういう人たちへ個々の支援を行うもの
であるという配慮。
これを見ていただいたらわかりやすいかも
わからないんですけど、これが一番最近の
大きな調査のデータです。いわゆる特殊教
育、障害児に対する特別支援学級や特別支援
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学校等で教育を受けておられる児童・生徒さ
んの数が16万5,000人、1.5％と言われていま
す。通常学級、いわゆる普通学級に在籍して
いるLD、ADHD、高機能自閉症という子ど
もさんの数が大体6.3％。合わせると、1.5と
6.3の単純計算になりますけど、８～９％程
度の子どもさんが、特別支援学級・学校や普
通学校の中の配慮を要する子どもさんで、10
人に１人に近いですね。そういう子どもさん
が、配慮がいる子どもさんだと言われていま
す。
２つだけお話しさせていただきます。児
童・青年期の精神障害を原因別で大きく分け
た場合の発達障害と心因性障害という２つ。
心因性障害が、PTSD、神経症、心身症。
発達障害が、注意欠陥多動性障害、自閉症、
学習障害、アスペルガー症候群。こういうよ
うに分けています。
発達障害という定義。大まかに言うと、幼
少期が発症の時期があって、中枢神経系の生
物学的成熟に関連した機能発達の障害または
遅滞である。「寛解と再燃を伴わない」と
いうのは、どこかで治りました、あるいは
ちょっとよい状態になりました、そういうも
のではありませんということです。
発達障害関連の障害に関しては、知的障害。
特に今日のテーマの中心になる広汎性発達障
害。そのほかに学習障害といいましても、文
字を読む、文章を読む、字を書く、計算をす
る、応用問題を解く、場合によっては多動、
行動の面の学習障害があります。さまざまな
特異的な部分について何らかの障害、「障
害」という言葉は学術用語として使っている
のでお許しいただきたいんですが、そういう
ものがあるということです。
あと、注意欠陥多動性障害、ADHDと言
われているものです。ADHDの反抗挑戦性
という、反抗行動が出るタイプの子どもさん
が、適切な対応ができなくて二次的三次的に
障害を抱えてくると、行為障害というような

形になってきたりします。
それを図でお話ししますと、発達障害とい
う大きなくくりの中に、１部、２部、３部と
していますが、広汎性発達障害、自閉症スペ
クトラム障害。アスペルガー症候群というの
は、広汎性発達障害のくくりの中に入るんで
すが、後でもう少し説明します。１つの特異
なグループがあります。言葉に困難をかかえ
ていないことが多いので、わかりにくかった
り気づくのが遅かったりということがよくあ
ります。ただ、自閉症のグループのスペクト
ラムという仲間にありますから、自閉症と同
じいろいろな特性を持っておられるというこ
とがわかります。
広汎性発達障害、自閉症のスペクトラム、
スペクトラムというのは仲間で、そのくくり
の中に入ってこないタイプに、ADHD、注
意欠陥多動性障害、学習障害、LDと言われ
ていますね、Learning Disabilities。それか
ら精神遅滞、運動能力障害もあります。
知的な面と知能の部分で分類しますと、知
的に正常域と少し知的なおくれがある。私た
ちはIQ70のところをボーダーと呼んだりす
るんですが、少し専門的な話になりますので、
およそということにしておいてください。ア
スペルガー症候群と呼ばれているもの、学
習障害、高機能自閉症、こういうグループ
は、知的なところはボーダーより上にありま
す。知的なおくれは伴っておりません。学習
障害もボーダーあるいはボーダーより上のと
ころです。自閉症の中に知的なおくれを伴っ
ている方が３分の２程度あります。３分の１
程度はこちらに入ってきます。知能の構造の
不均衡、得意不得意のばらつきがあるなし
でくくっていくと、広汎性発達障害やLDは、
ばらつきのほうに入ってくる。知的なおくれ
の中にはどちらも入ってこない。
後で説明しますが、高機能自閉症、高機能
という名前をつけたのは愛知におられる杉山
先生という方ですが、ご自分でもこのネーミ
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ングは失敗したかなと言われるぐらいに、高
機能というとすごく優れているとかそういう
感じにとらえがちなんですけど、ボーダーよ
り上にありますという意味の高機能と呼んで
います。
これ、私がいろいろ考えてつくってみたん
ですが、知的な部分はこの矢印の上下です。
アスペルガー症候群は、10年ぐらい前からマ
スコミ紙上とかでいろんなことでとられるこ
とがあって、この辺の理解を間違ってしまう
と誤解を生じたりするので、わかりやすくし
ようと思ってつくってみたんですけど、自閉
症、「三つ組」の障害って言われる。３つあ
るから「三つ組」です。対人関係の困難、コ
ミュニケーション、言葉のおくれ、こだわり
の強さ。アスペルガー症候群の方は、言葉の
発達のおくれ、コミュニケーションのおくれ、
ばらつきを持っておられないことがほとんど
です。対人関係とか２つのところにはかなり
困難を持っておられることがあるんですが、
本人はとてもつらい経過をたどっているのに、
周りからはわかってもらいにくいということ
が起こってきたりします。
ADHD、LDは、自閉症スペクトラム、広
汎性発達障害という仲間のところには入らな
い発達障害のグループと思ってもらったらい
いと思います。
児童精神科医の白瀧先生がつくられたのを
利用させてもらったんですが、一言で学習と
いっても知的機能、読む、書く、聞く、話す、
計算するという知的機能のところと、注意を
向けたり集中するとか意欲を持つ学習態勢で
すね、この２つがあって学習があるわけです。
なので、知的なところだけを訓練したら学習
が上がり効果が上がるというより、逆に注意
や集中がなかなか難しい子どもさんにその部
分だけしかり続けたらこっちがよくなるかと
いうと、そうではない。
知的障害は、有意に、つまり統計的に、平
均より全般的な知能が低い。18歳までの発達

期であらわれてきます。重度、中度、軽度と
いうのは、程度です。以前は精神薄弱とか精
神遅滞、法律も精神薄弱福祉だったり薄弱者
とか、法律的にもこの言葉は使われていまし
たが、今は使いません。
学習障害というのは、全般的な知能発達、
さっきのIQのボーダーのところより下では
ない、全般的な知的のおくれはないんだけれ
ど、聞く、話す、読む、書く、計算する、推
論する、特定の能力の習得と使用に著しい困
難を示すということです。
広汎性発達障害というのは、自閉症の仲間
のところで三つ組障害。３歳以前の発症。非
定型、レット症候群、アスペルガー症候群、
小児期の崩壊性障害と、大体５つに分けてい
ます。
高機能自閉症も、さっき申し上げましたよ
うに、自閉症というのは一般的には知的な発
達の障害を早い時期から伴う方が多いんです
けど、20％ぐらいの方は知的な発達の障害は
伴わない自閉症で、これを杉山先生がネーミ
ングした高機能自閉症という呼び方をしてい
るわけです。高機能ということで、すぐれて
高いということではないです。学校現場で高
機能自閉症ですという子どもさんがいらっ
しゃって、非常に高い知的機能を持っている
はずなのにと見ると違いが生じるということ
です。ただ、自閉症の子どもさんに特有な得
意不得意のばらつき、一般的には言語とか概
念化とか、言葉とか何かを概念化するのがす
ごく低い人が多いんですけど、目で見てとら
える、視覚認知は物すごく得意な方が多いで
す。なので、こういうところを有効に使って
あげることが大事になってきます。
アスペルガー症候群も少しだけ説明してお
くと、オーストリアのアスペルガーという方
が最初に報告をしたので、アスペルガー症候
群という呼び名をされたわけです。社会性の
障害。興味、活動に限局性があったり、こだ
わりがあったり、強迫性の同一性があったり。
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私は性同一性障害ですって伝えてこられてい
る方の中に、性同一性障害という診断で見き
わめていくのか、アスペルガーなどの強迫性
とかこだわりのところで訴えが起こってきて
いるのかとか、いろんなことがあります。話
し言葉はよく発達している。会話もほとんど
普通にできる。自閉症の程度としては軽度で
ある、幼児期に言葉の発達が良好であるので、
児童・青年期になって初めて診断されること
が多いですね。
落ちつきのない子どもとはというので、こ
こに落ちつきのない子を登場させたんですが、
２つの要因があります。通常の子どもさんで
も、時や場所によっては落ちつきがなくなり
ますし、心の内側に何か大きな問題を抱えた
り不安や葛藤を持っていれば落ちつきがなく
なります。もう一つは、子どもさん自身の要
因が主な原因である場合です。知的な発達の
障害であったり、広汎性発達障害、多動性障
害、脳の器質的な障害です。
ADHDと広汎性発達障害そのものについ
て見ていきたいと思うんですけど、ADHD、
注意欠陥多動性障害。衝動性や興奮性が、物
すごく強い。ただし、この子たちはどんどん
アイデアを思いついたり、失敗を恐れなくて、
非常に人懐っこくて、好奇心旺盛だったり、
人の気持ちがわかるとか親しみがある。行動
とか運動能力に集中力がある。いっぱいいい
ところがあるんです。こういう好ましい行動
に注目していくのを大前提に接していくのが、
一番大事なところだと思います。どうやって
そういう才能をうまいこと活用するのかとい
うと、不注意で集中できない、すぐに気がそ
れる、そういう子どもさんだったら、いろん
なことに気が向いてひらめきが生まれるとい
うことがありますよね。
多動性。じっとしていられないしゃべり過
ぎるという子どもさんの場合だったら、多動
はうんとスポーツで力を発揮する。多弁はス
ピーチで発揮する。ただばらつきがあるため

に、うまく生かしていけないところに、具体
的にどうしていったらいいかが、個々の子ど
もさんにとって違うわけです。衝動性。待つ
ことが苦手。考えなしに行動してしまう。で
も、すごい実行力として生かしていけるかも
しれない。こういうような生かし方をする。
手助けのポイントをどうしていったらいい
かですけれども、学校にしょっちゅう忘れ物
をするという子どもさんがたくさんいらっ
しゃるんですね。そのときに、大抵の先生と
か学校現場では、忘れ物をするたびに貸して
たら甘やかしになるん違うやろかとか、いろ
んなことを考えてしまいがちなんですけど、
この子どもさんたちには、忘れたことによる
罰という、そういうものを経験させていって
も少しも効果がないんです。むしろ逆効果な
んです。忘れ物をしないで過ごせるのは、こ
んなに快適で気持ちがいいんだという経験を
させてあげることが大事なんです。私たちは
学校の先生とお話するときに、例えば学校に
予備を１つ用意しておくところから始め、次
第にそれが要らなくなってくることを目指し
ていこうというのが１つあります。
注意が向く工夫をする。子どもさんに１対
１の個別支援をする支援者を学校に配置して
支援していくことの有効活用です。例えば、
LDで計算を何回やっても行飛ばしして何行
か飛んでいる。そういう子どもさんに、ちゃ
んとやりなさいと言ってもできない。そのと
きに物差しが１本あったら、１行ずつを物差
しでこうやって置きながら横へ見ていったら
いいんだよと。今から計算やりなさいという
ときに、みんな１つずつ定規を当てて見てみ
ましょうとか、そういうことは全体の指導の
中では言いませんよね。そばに行って、そう
いうようなやり方の工夫を少し教えてあげる。
家庭学習でも、そういうことを具体的にやっ
ていくことで随分違っていくことはありま
す。忘れ物をしないように、忘れ物をしたと
いうことで幾ら叱っても逆効果で、効果に至
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らないわけです。例えば小学生は連絡帳を書
きます。そういうタイプの子どもさんは、最
初は一番前で端っことかに席をとってもらっ
て、先生が全体的に指導したときに、もう一
度個別の目がいくところに座っていただくと
いう方法をよくとるんです。時々最前列の真
ん中がいいという子もいるんですけど、真ん
中は圧迫感が両方からありますから、支援者
も真ん中だと入りにくい、先生も真ん中だと
通りにくいので、端っこのところに席をとっ
てもらって、例えば、その日の連絡帳ができ
たかなというのを先生が１回見てあげる。書
けてないことがあったら、ここ抜けてるねっ
て、目でちゃんと追いながらそこを本人が書
く。そして、家へ帰ったらお母さんが、先生
にいったん見てもらっている連絡帳を見て、
お母さんが準備をするときに本人と協力しな
がらやっていく。そのときにお母さんから一
言メッセージを書いてもらう。そういういろ
んな工夫をしていく。だから、忘れ物を叱る
んじゃなくて、忘れ物をしないようにはどう
したらいいかということ。
私の次男は、私は滅多に参観日に行く時間
がなかったんですが、小学校の参観日に行っ
たら、おばちゃん、橋本君の机の下、鉛筆み
んなこぼれてるでと言われましたけど、整理
が苦手。大きい箱を色ごとに分けておいて、
学校の教科書全部赤色に入れます、持ってい
く体操服や運動靴は青色に入れますとか、大
きく分けて、本人が分類しやすいようなこと
から始めてあげる。それの手伝いをしてあげ
る。そういうことからできるということもあ
ります。その子たちは、いろんな情報を整理
するのが苦手、必要な情報と要らない情報の
整理が苦手なので、必要のないところはカー
テンなんかで工夫する、これは家庭の皆さん
も工夫をする。
ルールの確認というのは、物すごく大事な
ことが何点かありまして、例えば、先生が、
学校が、お母さんが、何かルールを決めて、

あんたそれできてないやんと叱ってもルール
は守れるようにはなりません。ルールの大前
提は、可能なルールをつくるということです。
まずは、守れる、達成可能なルールをつくっ
ていく。そこから始めるということです。例
えば一日中ゲームをしている子どもさんに、
ゲームを減らしていくとしたら、１日何時間
だったらできるかなとか、いろんなルールを
話し合って決めます。そして、そのルールを、
視覚で目にとらえるのは得意な子どもさん結
構多いですから、500回耳のそばでちゃんと
やりなさいと言うよりも、わかりやすく書く。
お母さんが何回もやりなさいと言うことで、
子どもは余計に自分の自尊感情も下がってい
きますし、お母さんに反抗心も起こってきま
すし、いろんな情報が混乱します。目で見え
るものをうまく活用しながらやっていくとい
うことが大事です。
できることを少しずつ。ルールのところと
も関連するんですけど、達成目標は必ず可能
な目標を１つずつ挙げていく。私たちは行動
療法と言って、心理療法でもそういう手法が
あったりするんですけど。次できたらこれね。
１つ１つ、少しずつそういうものを与えてい
くんです。跳び箱を一気に５段跳びなさい
じゃなくて、１段跳べて、ああ１段跳べてと
ても気持ちいいなって。本人が２段跳びたい
なあってなって２段に上げると、本人もすご
く頑張って跳びたいなという意欲がわきます
けど、いきなり５段跳びなさいと言ってもや
りにくい。
所構わずに大声でしゃべっちゃう子も多い
ので、声の大きさ、みんなで話したいときは
ボリューム３、近くの人には２、そばの人
やったら１とか、自分の心の中に話すときは
０ですよと、こんなものをつくってあげると
いうのもあります。
非常に多動な子にじっとしときなさいとい
うんじゃなくて、「黒板出てこれ書いてみ
る？」とか、動くこともうまく使ってあげる
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と活用できるし、その子の自信につながって
いくということもあります。
今、申し上げた、これはポイントとしてま
とめただけです。それぞれの特性をつかみ、
大事に育てる。さっき申し上げたのも、非常
に重度というかそういう特性で困難を抱えて
いる子どもさんの場合には、今の方法よりも
少し前段階でやらないといけないことがある
ので、一般的にということで話をさせていた
だきたいと思います。
大切なことは、具体的な説明です。ちゃん
とやんなさい、忘れたらいけません、勉強頑
張りなさいとかじゃなくて、具体的なことを
説明してあげるということです。薬も必要な
ときがあります。そういう場合は適切な医師
と処方の相談が必要になっていきます。問題
は環境とか成長に伴って出方が変わってくる
ので、継続したかかわりが必要ということに
なります。ADHDの子どもさんへの治療と
支援をもう１回まとめると、家庭、学校の環
境調整が必要です。学習しやすい環境の整備
をしたり、過剰刺激をコントロールする。落
ちつける、集中できる環境をつくるとか、行
動過程、時間、空間をある程度決めてあげて、
この中では自分流でやってて大丈夫だよって、
そういう空間も決めてあげないと、いつも我
慢をしている状態はよくないということです。
医学的には、中枢神経、刺激薬の投薬を行う
こともあります。
それから、二次的問題ですね。特性そのも
のが何かを悪くしたりしているんではなくて、
適切な対応ができないがために、二次的三次
的な問題のほうが、その人の非常に長い困難
につながっていくとことがいかに多いか。
忘れ物が多い、同じ間違いばっかりする、
ぼんやりしている。これに叱責、怒ってばっ
かりいると、虐待にもつながることがありま
す。時間がないので詳しいお話はできません
が、被虐待虐待が、ADHDの子どもさんの
何割かには背景にある。それが鶏と卵なんで

すね。うまくいかないからそうなってしまう
ということもありますし、それがきっかけで
ますますそういうことが起こるということも
あるので、そういう意味の連鎖ですね。本人
は自尊感情が低下していきます。ADHDの
場合は、反抗挑戦性というタイプがありま
す。こういう子どもさんにそれを続けていく
と、行為障害といって、大人になっても非常
に攻撃的な乱暴な行動がとまらないというこ
とにつながることがあります。みんながそう
なるか。絶対そういうことはありません。粘
り強い工夫をして、具体的で丁寧な説明をし
て、よい面に目を向けていく。よく褒めると
いうことは、一時的には症状的に薬が必要に
なってくることもあるかもしれませんが、よ
い面が伸びて集中力がアップしていく。これ
は後で説明します。いろんなことに対して乗
り越える力、レジリエンスが強化されていき
まして、さらに褒めることができる。そして
薬も要らなくなって非常にうまくいく。家庭、
学校、あるいは教育、機関、地域の連携が必
要です。
手に負えない、叱責、叱られる、失敗する、
認めてもらえない。子どもさんの反抗が増加
し、自信喪失、意欲がなくなる。先生も初め
は一生懸命やってたけどだんだんいらいらし
てあきらめていく。そうすると、子どもは好
ましい行動よりも問題行動が大きく強くなっ
ていく、これが悪循環ですね。先ほどから幾
つかお話ししましたような、いろんな工夫を
してもらったり、場合によっては薬物療法が
必要な場合もありますが、行動を客観的に観
察し好ましい行動に注目して、そこを褒めて
達成させることで、問題行動より好ましい行
動が強くなって上回ってきて、子どもの意欲、
反抗も減少して。先生も自信がついてくるし、
教室のみんなも安定してきて、クラスに変化
が起こる。これがレジリエンスの評価、自己
評価の高まりにつながります。
高機能広汎性発達障害児の方の持つ困難性
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というのは、さっき言いました、認知や知的
機能の限局的な欠陥です。学習能力と学習態
勢の２つの柱に部分的な欠損がある場合があ
る。社会・対人機能の欠陥があるという場合
もあります。興味、活動の限局性だったり、
同一性への固執があったりする場合。微細運
動、見ながら何かをする等とっても苦手とす
るところがあります。自尊感情、自己意識の
不適切な発達ということもあります。
広汎性発達障害に関しては、有病率大体
1.2％。精神遅滞、境界知能、正常知能。こ
れはどういうことかというと「ボーダーより
おくれが少しあります」「ボーダーです」
「正常です」が３対２対５ぐらいで、知的な
部分だけでとらえた比率です。この「三つ
組」のところ、相互的人間関係、コミュニ
ケーション、限定された行動・興味・対象。
いろいろな不適応行動が表面化してきますと、
多動・衝動性が一時的に非常に強くなってく
ることがあるので、そのときには、この三つ
組の一つ一つの障害が見逃されがちで、見
立てや診断に影響してくることもあります。
小学校３、４年のころ、多動・衝動性が出て
きてた子どもさんが、すうっとその部分だけ
が落ちついてくるというのがあるんですが、
その場合に初めてこういうものが見えてくる
ことがあります。
先ほどから何度も申し上げているように、
好ましいこの子にまず注目するという視点を
逃してしまうと、その子どもさんに接してて
もとてもつらいですし、どうしたらいいのか
もわからなくなりますし、先生もお母さんも
ジレンマに入っていくということがあります。
さっきの手助けのポイントの、PDD、広
汎性発達障害ですね。この人たちも、さっき
詳しく説明したので、ほとんど共通している
部分は簡単にお話ししますが、見てわかるよ
うにする。視覚認知、目で見るものが非常に
得意な人が多いですから、工夫をして言葉も
同時に使う。人によっては言葉のほうが入り

やすい等かなり個人差がありますから、視覚
認知をうまく使っていく。何度も何度も言葉
だけで叱責や指示をしていくと、逆効果にな
るということです。
スケジュールを前もって伝える。これも非
常に大切で、そのときに大事なのは、このス
ケジュールどおりに行かないかもしれない可
能性があることに関しては、もしかしたらこ
のとおりに行かないことがあるかもしれない
けど、そのときは君にちゃんと言うからねと、
そういうところまできっちりと伝えておいて
あげる。必ずそのことは守る。そう言ってい
たのに、何か忙しかったからついついそのま
まになってしまったじゃなくて、それはき
ちっと伝えてあげる。そういうことを繰り返
す中で、本人にスキルが獲得されたり、先ほ
どからのレジリエンスが獲得されたりしてい
くことになります。
授業やルールを工夫する。これもADHD
の子どもさんと共通しているところも多々あ
ります。得意を生かす授業やルールですね。
そのときに、やはり守れるルール。守れたら
評価する。きちっと褒めてあげる。何がよ
かったと褒めてあげてください。本人は、何
が褒められているかわからないこともあるの
で、そういう工夫もしてあげるということで
す。
得意なことを生かす。このタイプの子ども
さんにはコンピュータ関係が強い方がいらっ
しゃって、ITの成功者と言われている方に
もいっぱいいらっしゃる。生かす場がある意
味でふえてきたのは、時代の流れかなと思う
んですが、例えば芸術。今まで支援させてい
ただいた子どもさんで、ほとんど言葉は出な
かったけど、今は１人で個展を開くぐらいに
絵が、芸術性を伸ばしていけたとか、いろん
な子どもさんがいらっしゃいます。この子は
衝動性、多動性がすごくて、小学校のときに
家でばあっと暴れ回るみたいな感じだったん
だけど、セラピーの中で、スクールで絵をか
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く手だてをしてみたら、色彩感覚とかがすご
いんですね。いろんな例がたくさんあります
が、得意なところを伸ばしていく。
知能発達検査の専門的な部分でいくと、得
意不得意に非常に有意差がある。明らかに、
科学的に極端な違いがあるという場合には、
得意なところを伸ばすことで不得意なところ
を補えるかというと、不得意なところを補う
までには至らないかもしれないけれど、やっ
ぱり得意なところに焦点を当ててやる。それ
が有意差でなくて、ちょっとでこぼこだけど、
統計的な有意、科学的な違いまでいかない場
合には、得意なところを伸ばしながら、不得
意なところも少しこれでカバーをしながら
やっていく。
つき合い。いわゆるソーシャルスキルト
レーニング。学校現場における個別特別支援
で、ソーシャルスキルトレーニングは個別に
やる。学校現場では集団で行うということは
難しいですので、１日に１時間ずつその日に。
例えば月曜日はトータルスキルトレーニング
の日。その月曜日担当の人は、その時間割の
中で１こまだけ取り出してもいい時間を先生
と相談していただいておいて、その時間は取
り出してソーシャルスキルトレーニングにあ
てる。火曜日は、国語で１時間取り出す。水
曜日は数学で取る。木曜日はマナーのところ
で１こま取り出すとか、そういうようなスキ
ルを獲得していくために、やはり個別の支援
も必要になってくるということは大いにあり
ます。
話すときは、とにかく具体的に話すという
ことですね。ちゃんとせえやとか、そういう
のは全く意味が通じません。
生活面では、早目にできるように、過度の
刺激は取り除いてあげるということです。
幼少期、児童期までの高機能広汎性発達障
害の子どもさんと、青年期以降の方というの
は、対応の仕方にやはり違いが出てくること
が結構あります。やっぱりそれまでにたどっ

てきた経過が違う場合がたくさんあります。
年少、幼少期から児童期の高機能自閉症の
子どもさんに対して。社会性の障害に関して
は、同年齢というのはとても難しいです。最
初はやっぱり大人との関係から、いわゆる療
育ということでやっていく。学校では、不登
校の子どもさん皆さん共通するんですけど、
１日でどの時間が一番つらいかというと休み
時間の教室移動がです。やっぱり行動化され
てない、すべてが自由で自分でクリエイトし
ないといけない。そういうところがものすご
く苦手なんです。いわゆる居場所ですね、避
難場所。ああ、もうだめや、おかしくなって
きたなあとかいうときに居場所をつくってお
いてあげるというのは大事です。後でまた話
をしますが、居場所も大体２段階、３段階ぐ
らい。教室の中で、掃除箱とか好きな子が多
いんですね。掃除箱が好きなゆえにトラブル
が起こったりすることもあるんですけど、教
室の中ではその一番後ろの掃除箱のあたりが
落ちつくんだったら、その子が一番落ちつく
場所をまずその子の居場所として、教室の中
で落ちつきたいときはここでいいんだよ。教
室にはおれないときに、図書室のふだん使っ
ていない部屋とか、学校によってそれぞれに
なると思うんですが、そういうところをつ
くってあげる。ただし、そのときに先生が目
で見える範囲ということです。目に見えてい
る。こういうお子さんはどこが一番落ちつく
かといったら、体育館の裏の一番だれも来な
いところとかが落ちついたりするんですけど、
落ちつく居場所として徐々に見える範囲のと
ころで居場所をつくっていくというぐあいに
持っていってあげるのは大事です。
学習面に関しては、目で見る視覚認知のと
ころや、そういう機械的な記憶等のその子の
強いところと、言語や概念化する、気持ちを
考えるというような苦手なところ。これらを
理解した上で、学習の援助の支援をしてあげ
る。行飛ばすなら物差し１本でも工夫できる
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わけですし、いろいろな工夫をする。そうい
う得意なところを使っていくということです。
それから、一番苦手なのが臨機応変ですね。
できるだけいつも見通しの持てる、変化の少
ない環境で、なおかつ見通しをきちっと説明
してあげることが大切になってきます。これ
が年少です。
次に、青年期の広汎性発達障害。
最近は大学生あるいは社会人、青年期以降
で、僕はアスペルガー障害ではないかとか、
個人がいっぱい情報をとれる時代なので、自
分でいろいろチェックしてみてこれに違いな
いとか。でも、相談に来られるときはもうか
なりの困難を長年抱えておられるケースも多
いです。一般的に青年期以降の方に関して
は、対人関係を持つことが絶対的な問題であ
ると何とかしていこうと取り組んだ時、それ
までの経過の中でそのことに困難を抱えてい
る場合は、後回しにすることが大事になって
くる場合もあります。それから、自信もなく
していたり、自己評価も非常に低いとか、い
ろんなことがあるので、まずはやっぱり得意
な領域ですね。あるいはとても興味がある領
域。「これは最高の音楽なんでこれを聞いて
ください」とか、「この本を何冊読んでくだ
さい」とか、自分がすごい興味を持っている
領域のものを持ってきてくれる。私も１日48
時間欲しいなと思いながら、少しでもその人
を知っていくという意味で、その子がやっぱ
り興味を持っていることからつながっていく
のが基本かなとは思います。
青年期以降になりますと、面接室で精神療
法的に何かやっていくというよりも、現実的
な社会的な場面で、場合によっては付き添う。
本当に付き添いながら共体験をしていくとい
うことですね、一つ一つ。先ほど申し上げた
行動療法ともつながっていくんですが、共に
体験をして、よい体験を少しでも重ねていく
ことによって、今まで抱えていた自信喪失も
変わってくる。いろんなケースがあるので、

また時間があるときにお話ししたいなと思う
んですが。
５番目は、切実に思うんですけど、会社勤
務していても何が一番苦手って、ほとんどの
方が集団が苦手なのです。「先生、長い間お
世話になりました、僕はもうよき日を選んで
死にたいと思います」と。「何が一番つら
い」と聞くと、「会社の忘年会に出るのがつ
らいです」とか、人とのつながりのところが
物すごいつらい。じゃあ独りぼっちでいるこ
とを物すごく求めているのかというと、そ
うじゃなくて、物すごい孤独なんですね、本
当は。よい関係を持ちたいという切実な思い
を持っている人はたくさんいらっしゃいます。
この子は集団が苦手だから、１人で何かやっ
ていくことを考えたらいいんじゃないかとい
うわけではなくて、孤立感や孤独感を人一倍
持っておられます。なので、そこを共有して
いくということも大事です。そして、やっぱ
り不得意な集団との関係じゃなくて、１対１
の関係のところから自分を理解してくれる人
がこの世に１人でもいるんだという実感を持
たせていくということが肝心。これは青年期
以降のカウンセリングの、特にPDDの方へ
の重要なことになります。
もう一度まとめをすると、高機能広汎性発
達障害というのは、障害の程度は軽度である
ということで、普通学級にいらっしゃる子も
とても多いんですけれど、一斉の授業の中で
ついていけないこともある。対人関係で非常
に配慮が要ることもある。そこのところが特
別支援教育ということになります。
二次障害のことをお話ししたいと思うんで
すが、発達の特性そのものが何かを困らせて
いるというよりも、それが二次的に精神疾患
を生じたり、放置していると心の問題となっ
てくる。苦手なことが人よりも多くてうまく
生きられない。失敗ばかりしてつらい気持ち
をだれもわかってくれない。そうすると、自
分はもうだめだ。必死に努力してもちっとも
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成長できない。そういう中で、１つのパター
ンは反社会的な二次障害。もう１つのパター
ンは非社会的。反社会的というのは、反抗挑
戦性のところでお話をしたような、社会的に
攻撃的な行動に出てしまうとか問題行動を起
こしてしまう。非社会的というのは、引きこ
もってしまうとか一時的なうつ状態、そうい
うのもよくあります。
「長所をいかした教え方」とは何かという
と、こういうタイプの子どもさんたちは、手
抜きをしなくて融通はきかないけど、規則を
しっかり守って、素直に聞くという部分があ
ります。その子たちに自主性に任せるとか、
大ざっぱに指示するとか、嫌がってもとにか
くやるんだとか、こういうのは効果がないわ
けです。守るべきことは何かをきちんと伝え
て、役割をきちっと伝えてあげて、できたら
評価する。こういうことをやっていると、係
とか当番を通じても自信がついて自尊感情が
育っていく。学校現場で支援に入ったときに、
学生さんや院生さんには、こういうぐあいに
したらどうとかいろいろアイデア出しながら
やるんです。例えば、今から掃除します、廊
下掃除が当番です。何をしたらいいのかわか
らないときに一つ一つ説明してあげます。ま
ず、ほうきを出します。そして、今日の廊下
の掃く範囲はここからここまでですと、き
ちっと範囲を教えてあげます。どっちから始
めてどっちで終わるのかもきちんと決めます。
そして、終わったらどうするかを次に言って
あげます。まずちり取りを持ってきます。そ
して、ちり取りとほうきを持ってごみをちり
取りに入れます。ちり取りにごみが集まった
らほうきを置きます。そして、ちり取りだけ
持ってごみ箱に入れます。こういう具体的な
指示を出してあげることで、一つ一つのスキ
ルが身についていきます。
不思議なことに、掃除の時間になったら
ビューッと暴れまわって、トーッと運動場の
どっかまで消えてた子が、そうやって一緒に

やることによって、達成感というのかな、み
んなと同じことができて褒められるとできる
ようになっていくことがよくあります。
それからパニックですね。パニックにも
困ったりすることがあると思うので。大まか
には動揺期、爆発期、回復期。つめをかみ出
したり、足をガタガタして、何か不機嫌に
なってくる。そのうちに抑制がきかなくなっ
て、感情的になったり、場合によったらかみ
ついたり殴ったりということも起こる。回復
期になってくると、自分がやったことを覚え
てないこともよくあるんです。逆に自分をす
ごい責め出す。自分が何かとんでもない失敗
や人に嫌がられることをやってしまったと、
責め出して引きこもってしまったり、めげて
しまったりということがあります。パニック
が起こった後に何日間登校できなくなったり
することもあるんです。
パニックは、そのきっかけがわからなった
り、寸前までなにもなく思えるんです。休み
時間に遊んでいたら、急に座り込んで、なん
か自分の頭をたたき出して、教室をぱっと抜
けていって、耳をふさぎ込んで座り込んで。
急に殴るけるようなことが起こってきたりし
ます。いろんな例があって、あるアスペル
ガーの子どもさんは、ウルトラマンが好きで、
ウルトラマンウルトラマンって。「おまえな
んで同じことばっかり言ってんねん、おまえ
なんか死んでしまえ」と言われた瞬間に、校
舎の２階のベランダへ行って、そこから飛び
おりようとして、それをみんなで押さえ込ん
だ。美術の時間に、そのクラスだけは、ちゃ
んと先生が彫刻刀を預かりますというような
ことも。本当に全く悪気なく、友達と一緒に
遊んでいるんだけど、その友達をピュッと抱
きかかえたと思ったら、ポンと階段の下に落
としてその子を骨折させちゃったとか。本当
にいろんなことが起こってくるわけです。そ
の子自身もけがするというのはよくあります。
では、どうしていくのか。さっき言いました
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ように、この子、何か理由がある、その困難
さは何なのか、限界がどこなのか。いろんな
やり方がありますが、この動揺期ですね、爆
発寸前の時期には、一時的にそこから離す。
そのときに無理やり離さないということです
ね。一時的にそっと離すということです。近
くに立って、どういうサインがその子にとっ
て落ちつくのかということがわかってくると、
近くに立ってあげるだけでも違ってくる。こ
ういう介入的なシグナル。時には緊張をほぐ
してあげる。うまく冗談を入れてということ
も必要になってきたり、さっきから申し上げ
ている、目でわかるものをちゃんと示してあ
げるということですね。だあっと言わないと
いうことです。その子の興味あるもので気分
転換や居場所づくり、そしてクールダウンを
していく。場合によってはそっとしてやった
りします。
これが爆発期に至ってくると、本人は自分
が混乱状態なので、周囲との関係は遮断され
ています。理性的に言葉を選んだり振る舞っ
たりはできなくなっています。このとき一番
大事なのは、周りにいっぱい子どもがいるこ
とが多いので、何とか正そうとして、その子
の自尊心を傷つけてしまうようなやり方をし
ないということはとても大事で、場合によっ
ては危機介入で助けを求める。大事なのは、
やっぱり安全なその子の居場所ですね。クー
ルダウンできる場所を、その子なりの場所を
その子と了解しておいて、誘う。場合によっ
ては薬の使用です。
回復期は休養も必要です。落ちつくまで
待ってあげることが必要です。その次に話を
聞いてあげることです。その中で、いろいろ
絡んだ糸がほぐれる。そのときにすっとその
子が腑に落ちるというか、すとんと落ちる瞬
間があったりするんですね。そういう説明を
どうしてあげるかということです。今はこん
なことをしたけど、本当はもう少しよい方法
があったとすれば、どんなことだったかなと

か。回復期になってくると、そういう話をし
たり、ストレス処理の方法。暴れなかったと
きは、よく我慢したねってねぎらってあげる。
一気にそこまではいかないこと多いですか
ら、この前は30分かかったけど、きょうは20
分やったね、前より早く落ちついたね、おさ
まったねって、具体的な実感を感じるように
褒めてあげるということも大事です。そのた
めには周囲の環境調整も必要になってきます。
次に、パニックを予防するにはどうしたら
いいかということですけど、もうこれはあか
んというときに教室でとってもらう方法。多
動で教室にじっとしていられないという状態
のときはまた別の方法が要りますが、いった
んは教室に座ることはできるんだけど、途
中でいろんなことが起こってくるという場
合ですね。パニックになりそうだと思った
ら、そこで手を挙げたらいいよというぐあい
にしておきます、例えばですね。そのときに
大事なことは、周りの子たちも、この子がサ
インを送ったときには、限界に来ているから
サインを送っているんだねって、みんなで温
かく見守ってあげるということをちゃんと了
解しておくということです。そういうクラス
づくりが必要になってくると思います。場合
によったら、席を離れる、落ちつく居場所へ
行く。呪文を唱える、お守り効果というか、
これを持っていたら大丈夫、子どもさんに
よってはここさえ触ったら大丈夫、その人そ
の人でお守りや呪文が違うので、そういうも
のも持っておく。それは、自分がクールダウ
ンしたいなという自覚までできる子どもさん
の場合ですね。それで、ほかの部屋で静かに。
ADHD系の子どもさんで音楽が好きだから
何でもいいだろうって、やっぱりロックとか
はあかんのです。興奮してくる音楽はできる
だけ避けて、落ちつく音楽ですね。そういう
ことによって、このパニックはおさまってく
るということです。
今まとめ直ししています。予測のできる環
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境で、安全で穏やかで。大声で怒ったりした
ら逆効果です。スケジュールの予告をしてあ
げます。長所を見つけて褒めてあげます。
ポイント２。子どものこだわり、関心とい
うのは、矯正するより、電車が好きな子が多
いから、駅の名前でどんどん漢字を覚えたり、
路線図は地理につながったり、電車の構造が
得意で理科につながったり。
大人を試すような行動、わざとやっている
としか思われない行動があるんですけど、本
人はわざとやっているという自覚や認識がな
いことが非常に多いので、そういう形では責
めないということですね。さっき言いました、
発達障害が虐待につながることがあります。
それから愛着ですね。子どもさんがそうい
うタイプであるがために、お母さんはなかな
かうまくいかないので愛着も育ちにくい。子
どもさんはますますお母さんとの愛着形成が
ない。車の両輪というか、そういう関係に
なっていくということがあります。なので、
当然ですけど、親子であるだけでは解決しま
せん。
クラスの場合は、先生はとてもその子のこ
とに一生懸命取り組んでて、気がついたら学
級全体が崩壊寸前になっていたとご相談が
あったりすることがあるんですけど、ほかの
子たちにもみんなそれぞれ大事だということ
を一人一人当然ながら伝える。そして、その
子に優しい態度や何かがあったら大いにそれ
を褒めてあげる。しんどさもねぎらってあげ
る、そういうクラスですね。だけど、差別
は絶対許さないという、先生にそういう態度、
姿勢も、当然ながら必要です。
わがままか、どこまで許したらいいのかと
いうことに関しては、さっきお話ししたよう
なことで、試行錯誤しながらであるけど、精
一杯やっているところをねぎらいながら、段
階的に連携してということですね。不適切な
対応にストレスがかかって、パニックが起
こって、反社会的行動につながる部分。パ

ニックが起こってしまったら落ちつくまで待
つ。適切な対応をそこからする。起こる前に
適切な、丁寧な説明をしていく。努力を評価
したり、約束事、見通しなどをきちっと具体
的に伝えて。守れる約束事で一つ一つできた
ことをふやして、よい経験をふやしていく中
で、社会性が伸びたり創造性が伸びていきま
す。
発達障害の背景に、ネグレクト。どうして
もうまくいかないので、しまいにほうり出し
たくなっちゃうんですね。そういうことが隠
れているという場合もあります。
高校生になったのに小学校のときの記憶、
大人になったのに高校生のときに先生にこん
な目に遭ったという記憶が突然によみがえっ
てきて、行動化しちゃうということもありま
す。なので、やっぱり早期からの適切な対応
というのが必要になってきます。
これはある子どもさんですけど、高機能自
閉症、ADHD。音がやっぱり苦手で、音楽
の時間にパニックを起こしまして、譜面台を
投げつけたら、女のお子さんが何針も縫うけ
がをしちゃったけれど、小学校の高学年のと
きに、謝りの作文を書くとか謝るという、反
省をしている。この子は場面緘黙、言葉が出
なくなっちゃったんですね、学校で。いろん
なことがあって、個別支援が中学３年生まで
つく中で、場面緘黙はかなり軽減されて、中
学卒業式のときにはちゃんとみんなの前で、
口ぱくでちょっと歌が、声が出るようになっ
た。支援が、改善していきましたという例で
す。
アスペルガー症候群のお子さんで、小学校
２年生ぐらいのときに学校で困っているとい
うことで見に行きましたら、50人ぐらいの机
の上をずっと飛んでいるんですけど、だれの
手も教科書も踏まないんですね。支援の先生
が、１人ついておられて、その子を何とか引
き戻そうとすると、「巻き戻したら、待って
ますから、待ってますので、待って」って

地域支援心理研究センター紀要.indd   25 2013/03/21   9:45:03



橋本　秀美：特別支援教育における発達障害の子どもへの支援の方法　－大学と学校現場との連携の実践－

－　 －26

言っているんだけど、その先生が、「巻き戻
すってどうするの」っていう感じで、パニッ
クがおさまっていかない。教室の後ろに段
ボールで自分の部屋がつくってあって、そこ
に行って好きな図鑑をずっと見てるかと思う
と、ぴゅうっと飛び出しちゃって、一日中外
で水まきをしているか昆虫探しをしているか、
お母さんが24時間そばを離れられない。公園
で友達と遊ぶなんて考えられない事情にあっ
たんですけど、早期に支援を入れて、個別支
援のいろんな方策をすることで、中学生では
別人のように、多動性、衝動性に関してはほ
とんど、あと少しアスペルガー特有のいろん
な特性があるけど、という状態まで改善され
ました。
反抗挑戦性のタイプのADHDの子どもさ
んは、小学校の１、２年のときから自分がす
ごい大事に集めていた牛乳キャップを誰かが
ちょっととったというのでバンといきなり
殴って、注意した先生をほうきでけがをさせ
たとかいっぱいありました。お母さんも子ど
もセンター等に学校からの説明で行かれてた
んだけど、途中で行っても仕方ないわとなら
れて、中学校で問題行動がだんだんと激しく
なってエスカレートして、何回も警察を入れ
て対応しないといけない状態になってから、
急に危機介入で支援をつけたんです。でも、
中２中３と支援する中で、今、自分の好きな
車の修理のお仕事ができるところまで。
早期介入、早期対応、早ければ早いほどい
いですよ。でも、間に合わないということも
あるんですね。そこからどうしていくか。震
災のような、大きな非日常的なことが起こっ
たときに、日常性が失われることによって不
適応行動が激しくなっているとか、いろんな
子どもさんがいらっしゃった。
いろんなお話ししたかったんで、欲張って
いっぱい聞きにくい言葉ですいません。時間
が来ましたので、終わりにさせていただきま
す。（拍手）

 （了）
（注）
上記は、2012年２月４日（土）に、追手門
学院大学において開催された、地域支援心理
研究センター公開講座「子どもたちの健やか
な育ちのために」の講演を基に作成した。
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